順序制約下でのオッズ比の推測 (統計数理研究所 研究活動 (平成２年度 研究報告会要旨)) by 安楽 和夫 & Kazuo Anraku
平成2年度研究報告会要旨 131
式で与えられる；
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              r日本人の国民性調査」について
                                    坂 元 慶 行
 r日本人の国民性調査」が抱えている問題には調査法の問題と質問文の問題とがある．
 第一に，調査法の問題として，回収率の低下の問題がある．1983年から1988年までの5年間だけで，
74％から61％まで13％も落ち込んだからである．一ｻして，不能理由別に不能数の増加の様子を見ると，
拒否と一時不在だけで不能が558票（総計画サンプル数6，000の9．3％に相当）も増加しているから，回．
収率低下の主因はこれら二つと考えられる．これら二つの要因は調査員の質と密接に関連しており，回
収率を回復するためには調査員の質の向上が図られたければたらたい．特に，関東・近畿，都市部，30
歳台後半層での不能数の増加が顕著であるから，これに対する対策を欠くことはできたい．
 第二は質問文の問題である．すなわち，1953年（昭和28年）以降の「日本人の国民性調査」の最大の
研究成果は，他のさまざまな領域での意見変化が大きかったにもかかわらず，人間関係観の変化が小さ
かったことを定量的に見出したことにあると思われる．人問関係は文化の基底であり，人間関係観のも
つ社会的意義も大きい．たとえば，旧来の人問関係が特に職場において変わらなかったのは，それが産
業化の推進機や国民の勤勉さと心理的安定の維持など，実利的た機能を果してきたためであるとする見
